
福井県知事杯 第２１回福井県剣道選手権大会要項 

 

１ 趣  旨 

福井県剣道連盟会員の中から選ばれた心技ともに優れた選手が、知事杯の獲得を目指して競技を行い，

広く県民に披露することにより、剣道の普及振興を図ろうとするものである。 

 

２ 日  時 

   令和６年７月２１日（日）午前 10時 00分開会（開館午前 8時 30分） 

 

３ 会  場 

   福井県立武道館  福井市三ツ屋町８－１－１ 

 

４ 主  催 

   一般財団法人福井県剣道連盟                                    

 

５ 後  援（予定）   

福井県、ＮＨＫ福井放送局、福井新聞社 

 

６ 全日本剣道選手権大会（男女）の出場  

本大会の優勝者は、全日本剣道選手権大会、全日本女子剣道選手権大会の福井県代表選手とする。 

 

７ 出場選手資格 

（１）福井県剣道連盟の登録会員であること（県内高校に在籍する高校生はこの限りではない）。 

   登録会員とは、県内のどこかの地区剣道連盟に所属している者をさす。 

（２）男子は満２０歳、女子は満１８歳以上とし、段位の制限はしない。 

（３）年齢計算 

①男子 第７２回全日本剣道選手権大会前日の令和６年１１月２日を基準 

平成１６年１１月２日以前に生まれた者 

②女子 令和７年４月１日を基準 

平成１９年４月１日以前に生まれた者 

 

８ 各地区・団体等からの出場可能人数（上限）  

 

※令和 6年 3月 7日の理事会で承認されたルールによる。 

地区・団体等 男子 女子 

前回（第 20回大会）優勝者（註１） １ １ 

県警 ６ ２ 

学剣連 ３ ４ 

強化指定選手（註２） ４ ４ 

福井地区 ６ ５ 

坂井地区 ６ ６ 

越前地区 ４ ２ 

鯖江地区 ３ ２ 

南条地区 ３ ２ 

敦賀地区 ４ ３ 

三方地区 ３ ２ 

若狭 丹生 大野 勝山 大飯 の各地区 各２ 各２ 

（註１） 男子  林田匡平   女子  大西ななみ  （敬称略） 

（註２）県スポーツ協会登録の国民スポーツ大会強化指定選手をさす。 

今年度の該当者は以下の通り 

         男子  中村翔太郎 奥村龍也 林田匡平 山崎由樹 

         女子  大西ななみ 梅原陽乃 田中更幸     （敬称略） 

 

 

 



９ 出場選手の申込み   

（１）別紙申込用紙による 

（２）基本的にメールで提出するものとする 

（３）期日  令和６年６月２６日（水）締め切り(厳守) 

（４）送付先   

（一財）福井県剣道連盟 事務局 

〒910-0015 福井市二の宮２丁目２４－１８ サンライズ二の宮１－Ｂ  

０７７６－２８－６６１６  e-mail：fkikendo@herb.ocn.ne.jp 

 

１０ 大会開催の可否に関する最終決定 

総務企画運営部において決定する。最終判断は大会一週間前（７／１４）に行う。中止の場合は速やか

に各地区・団体に通知する。 

 

１１ 試合・審判規則および試合方式 

（１）全日本剣道連盟試合・審判規則、同細則に準じて行う。なお、「全日本剣道連盟 新型コロナウイルス

感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判法」を適用する。 

（２）試合時間は、男女とも５分とする。 

（３）試合は３本勝負とし、試合時間内に勝敗の決しない場合は延長戦を行う。延長戦は、３分ごとに区切っ

て勝敗の決するまで行う。 

（４）試合は男女別のトーナメント方式とする。 

（５）組合せは、大会事務局において事前に抽選を行い決定する。 

（６）前回（第２０回大会）のベスト４をシードとする。 

 

１２ 剣道用具について 

本大会における、剣道用具の取り扱いについては、安全性・公平性の観点から以下の通りとする。 

（１）竹刀については次の事項を遵守すること。また大会当日、検量を必ず受けること。 

➀竹刀の長さ・重さ・太さは、「13 竹刀の検量について」の通りとする。 

②ピース（四つ割り竹）の合わせに大きな隙間のあるものや安全性を著しく損なう加工、形状の変更し

たものの使用は認めない。 

（２）小手については次の事項を遵守すること。 

➀小手は、こぶしと前腕（肘から手首の最長部）の 1/2 以上を保護し、安全性を保つため小手頭部およ

び小手ぶとん部は十分な打突の衝撃緩衝能力があること。 

②小手ぶとん部のえぐり（クリ）の深さについては小手ぶとん最長部と最短部の長さの差が 2.5 ㎝以内

であること。 

（３）面については次の事項を遵守すること。 

➀面ぶとんは、安全性を保つため肩関節を保護する長さがあり、十分な打突の衝撃緩衝能力があること。 

（４）剣道着については次の事項を遵守すること。 

➀剣道着の袖は、安全性を保つため、肘関節を保護する長さを確保すること（構えたときに肘関節が隠

れること）。 

 

１３ 竹刀の検量について 

（１）竹刀の検量は大会当日行う。不合格の竹刀は本大会では使用できない。 

（２）検量の基準は次のとおりとする。 

①男子 

長さ 120㎝以下 重さ 510ｇ以上 先革の太さ 26㎜以上 ちくとう最小直径 21mm以上 

②女子 

長さ 120㎝以下 重さ 440ｇ以上 先革の太さ 25㎜以上 ちくとう最小直径 20mm以上 

   ③竹刀先革の長さは、男女とも５０㎜以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ただし、二刀の場合は次のとおりとする。 

 大刀 小刀 

長 さ

（㎝） 

重 さ

（ｇ） 

太さ（㎜） 長 さ

（㎝） 

重 さ

（ｇ） 

太さ（㎜） 

先端部 ちくとう部 先端部 ちくとう部 

男子  
１１４ 

以下 

４４０ 

以上 

２５ 

以上 

２０ 

以上 

６２ 

以下 

２ ８ ０

～ 

３００ 

２４ 

以上 

１９ 

以上 

女子  
１１４ 

以下 

４００ 

以上 

２４ 

以上 

１９ 

以上 

６２ 

以下 

２ ５ ０

～ 

２８０ 

２４ 

以上 

１９ 

以上 

       
１４ ドーピングについて 

本大会においてはドーピング検査を実施しないが、公正な試合が行われるよう各自留意すること。 

 

１５ 表  彰  

（１）優勝者には知事杯・賞状および賞品を授与する。 

（２）第二位、第三位（２名）に賞状および賞品を授与する。 

 

１６ 経  費  選手の派遣に要する経費は、所属連盟・団体の負担とする。 

 

１７ 安全対策   

（１）主催者は、大会中の出場選手の事故に対し傷害保険に加入する。ただし、大会会場への往復上は対象と

しない。 

（２）感染症対策 

①選手は、試合の際は面マスクまたはマウスシールドを着用する（試合時以外のマスクの着用は任意と

する）。 

②選手以外のマスクの着用は任意とする。 

 

１８ 問い合わせ先 

   一般財団法人 福井県剣道連盟 

    事業部長  岡田 要   携帯  ０９０－６２７４－４６６８ 

                 メール  eskk1964＠gmail.com 

 

１９ その他 

（１）開閉会式の参加について 

選手は、開会式・閉会式には全員、剣道着・袴に胴・垂をつけて出席すること。 

（２）大会の映像公開に関して 

    当連盟広報部において、大会の様子を撮影し（静止画像）、連盟のＨＰにおいて公開する予定である。

自らの映像をＨＰ上で公開することを望まない場合は、県剣連事務局まで連絡すること（大会前日ま

でに）。 


